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【社 会】 

◆模範解答◆ 

〔１〕１ ウ   ２ ア・ウ  ３ ウ・エ   

４ ア・エ  ５（ドイツ）ア  （香港）エ 

   ６ ウ・オ  ７ ア・イ 

 

〔２〕１ エ   ２ 先例にならい，権力者としての権威を示すため。(22 字) 

   ３ (名称)中尊寺 (位置)ア  ４ ア・イ・ウ    

５ ア・オ  ６ ④ｄ  ⑮ｃ  ㉔ｍ  ㉖ｐ  ㉞ｇ 

   ７ コ→ウ→エ→イ→キ→ク 

 

〔３〕１ オ   ２ イ・オ  ３ ウ・エ 

４ ウ・カ  ５ ア・イ  ６ イ・ウ 

 

地理・歴史・公民から 1 つずつの大問 3 題構成で，出題形式も適文（誤文）選択が半分以上という

点では，例年通りの問題でした。どの大問も資料文が例年よりも長めだったこと，時事問題が例年よ

り多いことと，3 年連続で字数制限のある記述問題が出ていることなどが今年の特徴といえます。本

文や与えられた資料を正確に読み取ること，一文一文ていねいに読んで正誤を判断することなど，過

去問研究の上できちんと対策を行った受験生であれば特に難しくなく，7～8 割程度の正解率が求めら

れます。 

 

〔１〕「羽田新ルート」の問題点（地理） 

１ 羽田新ルートが採用される可能性が高い時期（易） 

２ 日本の観光について（時事問題・易） 

 ３ 埋め立て地について（易） 

 ４ 日本の工業地帯の特色（易） 

５ 世界の国・地域の情勢（時事問題・易） 

６ 羽田新ルートの機内から見える景色（中） 

７ 本文の内容について（中） 

 

昨年 3 月から運用が開始されたいわゆる「羽田新ルート」（下図）について，その解説と問題点

を指摘した文章を読んで，各設問に答える形式でした。埋め立て地の用途や影響（３），日本の工

業地帯の特色（４）といった基本的な知識理解を問うものから，新型コロナウイルス感染症の拡大

による日本の観光への影響（２）やドイツや香港の近年の政治情勢（５）のような時事問題まで，

幅広く出題されていますが，どれも平易なレベルです。したがって，羽田新ルートを使った場合に

飛行機の窓から見える景色（６），本文の内容理解（７），この２題でミスしないことが最も重要

だったと言えます。 

 

※ 問題レベル（中・易など）

は，筑駒受験生の一般的な

レベルを基準とした難易度

です。 
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〔２〕十二支の動物と日本列島の人々との関わり（歴史分野） 

１ 課題のテーマ（易） 

２ 秀吉や家康が牛車に乗った理由（20 字程度の記述・中） 

３ 東日本のある地域を拠点に繁栄した一族について（易） 

４ 平安～鎌倉時代のようす（中） 

５「イヌの扱いは変わったのか？」に対する答え（易） 

６ レポート中の各できごとを年表中にあてはまる（易） 

７ レポートの内容について（中） 

 

社会の授業で「ウシ・ウマ・イヌと人々が歴史上どう関わってきたか」を発表するという形式で，

その各班のレポートをもとに歴史分野から総合的な出題がなされています。冒頭で示されたレポー

トから正確に情報を読み取る力が求められており，そこに受験生が今まで学習した歴史の知識を組

み合わせて答えていく問題がほとんどです。２や５は，どちらもレポートを丹念に読み込んでいけ

ば正解できます。また，６のような出題形式も，筑駒の歴史分野では頻出です。７は，全部で 10 あ

る文の中から正しいものをすべて選んで時代順に並べかえるという問題で，レポートの内容や手持

ちの知識を総合して解く問題なので，ここをクリアできたかどうかが一つのカギになったと思われ

ます。 

 

 

〔３〕ある自転車事故をめぐって ～法的責任能力と条例制定の動き～（公民分野） 

１ 自転車事故に関する法律や条例（易） 

２ 民事裁判とは（易） 

３「権利」(人権)に関するさまざまな規定（易） 

４「法的な責任」とは（中） 

５ 条例について（時事問題・中） 

６ 地方公共団体について（時事問題・易） 

 

リード文では，ある小学生が起こした自転車事故で，被害者が損害賠償を求めて起こした民事裁判

の結果を通して，子どもの法的責任能力と親権者の賠償責任について考え，さらに親の監督義務責任

を認めて 1 億円近い賠償金の支払いを命じた判決が社会に与えた影響，なかでも国や地方で生まれた

自転車保険への加入を義務付ける流れなどを解説しています。この文章をふまえ，２や３のような知

識理解を問う出題や，４のように本文自体の理解力をみる問題などが見られます。５では，香川県の

ゲーム規制条例や川崎市のヘイトスピーチ規制条例などの時事問題にもふれていますし，６では，ふ

るさと納税についての正しい理解や，新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため，都道府県による

営業時間短縮や休業の要請に応じた事業者に対して交付された協力金なども出題されています。筑駒

中では，こうした社会のさまざまな問題に目を向けて学習しているかを問う出題が目立ちます。最難

関校合格のためには，日頃からこうした問題意識を醸成できるような環境づくりも大切だといえます。 

 


